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ローザンヌ宣教シリーズ

「福音と文化 」 再版に寄せて

1974年 にスイスのローザンヌで開かれた、世界宣教国際会議 (IC(刃E)

は、世界の福音派が結集して、今世紀の中にどのようにして福音を地球上に

満たすかを真険に考え、学び、祈るために召集された、まさにエポックメーキ

ングな会議であった。

あれから、もう10数年の歳月が流れた。その間、世界の各地で、ローザ

ンヌ・ムープメントの継続的な活動として、各地域や各国、各都市などで、

ミニ。コングレスやコンサルテーションが数多く開催されてきて枚挙にいと

まがないほどである。その中の一つで、比較的早い時期に開かれたのが、

「福音と文化」に関して ウイローバンクで行なわれたコンサルテーションで

あった。

その報告 (レ ポート)がいち早く、ローザンヌ宣教シリーズとして英文で

出版され、テーマがテーマだけに、すぐに各国語に翻訳されて、福音派の指

導者達の間に手渡されてきたのである。

どちらかと云えば「福音と文化」の問題に対して、従来、福音派は全体的に

云えば、実益優先で基本研究を怠ってきたと評されても仕方のない立場をと

ってきた。しかし、 1974年 を境として、最早この問題は避けて通ることが

出来ないものとして、真正面から取り組まれてきたと云っても過言ではある

まい。

このウイローバンクの会議で紹介された、すぐれた論文は、ストツト博士

とクート博士の編纂により、 1冊の立派な単行本として出版され、 (英文の

題名は ″Down to Earth″ )部分的にではあるが邦訳されていると聞い

ている。関西 ミツション・リサーチ 。センターはいち早く、このレポートの



方の出版をと願って、中島守教授の手をわずらわせて初版の翻訳刊行を実行

に移し、好評のうちに大部分を売りつくしたのである。

このたび、日本福音主義神学会が京都で開催する「福音と文化」に関する

研究会議の参加者やこれに関心を寄せる多くの教友や信徒の諸兄姉の要望に

応えるため、再版に踏み切った次第である。

そもそも「福音と文化」の持つ、様々な課題やそこから派生する問題―

例えば、コンテキスチュアリゼーション(仲 適々当な訳語が見つからず苦労

している )の 問題などは、た 宣ゞ教学者や神学者達が学問的関心の対象とし

て考察するだけでなく、伝道の現場で働く、教職や信徒達にとって、非常に

身近な問題であるだけに、こうしたレポー トを足がかりにして、わかりやす

く、平易な言葉で、そうした問題を堀り下げていってもらいたいものである。

今日、地球上には約 50億の人々が生活している。その中、30億以上が

ノン・クリスチャンである。これが今世紀から21世紀に移行してゆく時代

には、総人口62億の中、ノン・ クリスチャンは、何と42億にのぼと云わ

れている。

これだけの人々にどうやって到達してゆくのかを考える時、た 、ゞ数字を

見るだけでも大変だと感ぜずにはおられないが、それらの人達が多様な文化

的モザイクの中に生活していることを知る時、彼等にどう伝達し、彼等がそ

れをどう受容するかを考えずして、福音宣教のわざにたずさわっていても、

全く意味のないことであることを改めて覚えさせられるわけである。

主イエス oキ リストの宣教大命令は、あくまでも、「それゆえ行って、あ

らゆる国の人々を弟子とせよ」 (マタイ28・ 19)である。あらゆる国人

とは、た 国ゞ家を単位とする人々と云う意味ではなく、人類学者の分析によ

れば、何と2万 4千の部族がいるそうであるが、言語的、文化的に異質な部

族や、人 の々グループを指して云っているものと受けとれるのである。

そうすると、エルサンムから地の果てまでは、た 単ゞに地理的なひろが ,



を意味するだけでなく、文化的なへだたりや距離を乗 り越えて福音が証しさ

れ、宣べ伝えられてゆかなければならないことを意味しているのである (使

徒 1・ 8)

福音の本質を変えることなしに、一つの特有の文化的状況の中に福音はど

う浸透してゆくのであろうか?これが私達の課題である。

同じ、日本という土攘の申でも、十把一からげに日本文化と書ilり 切って考

えていけない問題もある.福音を抽象的な真空の状態で語り伝えても、あるい

はそれを受容したいと思っていても、そういう福音はその人の生涯に何ももた

らすことは出来ないのであることを心に深く銘記しょう。

とまれ、この小冊子が一人でも多くのキリスト者によって読まれ、学ばれ、

さらに発展させられてゆくことを祈ってやまない。

1987年 11月

関西 ミッション・ リサーチ・センター

理 事 長  古 山  洋 右
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序    論

福音伝達の過程は、 その伝達方法を生み出し、またその中で福音が宣伝せ

られる人間の文化 と、切 り離すことができない。この事実は、1974年 7月 の、

ローザンヌ世界福音化会議における最大の関心事の一つであった。そこで、 ロ

ーザンヌ継続委員会 の 神学と教育研究グループは、1978年 1月 にこの主題

のための研究会議を開催 した。会議は「 福音 と文化 」について研究するため 6

大陸 より集まった、 33人 の神学者、人類学者、言語学者、宣教師、牧師たち

によって構成された。 ローザンヌ継続委員会の伝道戦略研究 グループとの共催

のこの会議は、以下のような四つの目標を持っていた。

1.神の啓示 と、神の啓示に対する我々の解釈 と、神の啓示の我 へ々の伝達、ま

た、それを聞いた者たちの、改心と、教育 と、生活様式における応答の仕方、

とに特別の焦点をあてつつ、福音と文化 との相互関係について我々の理解を

発展 きせること。

2.越文化 (cross― cultwal)的 に福音を伝達するとい うことの応用の仕方

に対 して、的確に思考すること。

3.よ り正確な福音伝達のために必要とされる手段を見出すこと。

4.こ の研究会議の成果を教会がよび宗教団体の指導者達 と共有するようにす

ること。

この報告書は、事前に配布された 17の論文と、会議中に作 られたそれらの

論文の要約およびそれ らへの意見、また全体討議や分団討議において表明され

た多〈の見解を反影 している。

6日 間にわたる会議のプログラムはギッシリつまっていて、我々は休むこと

な〈討議を重ねた。結果 としては、前提条件や神学と社会科学の手続 きについ
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て、またそれらをどのように関連ずけるか、というような基本的な方法論的課

題は充分に展開できなかった。また、討議を進めるにつれて起ってきた多 〈の問

題点は一応横にかかれ、また特殊な問題の論議は打ち切らねばならなかった。

ゆえに我々は我々の云 っていることがある程度暫定的なもので、種々の点にお

いて将来の研究の光の下てつきつめられ、深められねばならないものであるこ

とを充分承知 している。加えて、多 〈の一般論的言い方に頼っているが、 これ

らの一般論が特殊な状況にどう関わるかを示すためには もっと多 くの事例研究

がなされねばならない。

この研究会議の終了前に、我々は報告書をまとめ、また校正するとい う共同作

業に時を費 した。 この最終文書は報告書であって、声明書や宣言文ではない。

それゆえ誰一人署名はしていない。 しかし我々は、これをウイロー
バンクにか

いて行なわれたことの要約 として世に送ると共に、研究と適切な行動がとられ

るためにこれを世界中の主にあるクリスチャンたちにゆだねるものである。

-2-


